
　今後の展開方針 注）．例年どおりの事業展開を予定している事務事業については、特段の記載をしていません。

（該当する事務事業）

（該当する事務事業）

（該当する事務事業）

（該当する事務事業）

（該当する事務事業）

既存事業の拡充

事業の廃止・縮減

事業の効率化

その他見直し

総合計画審議会記入欄

・大和市推奨品栽培プロジェクトで栽培したさつまい
も（紅あずま）からイモ焼酎を作り推奨品として販売
するとともに、ポスターやのぼり旗を掲出するなどに
より積極的にＰＲを行います。

　施策への提言

主な取り組み内容

【市民が、地域農産物を消費しやすい環境を整える】
・新鮮で安心な地場野菜を購入できるように､大和市民朝霧市や大和市民夕やけ市、お
さんぽマートなどを開催して地産地消を推進しました。
・地産地消をＰＲするため､米作文や大和で採れた野菜作文などの募集を行ったり､地場
農産物を利用した親子料理教室などを実施しました。
・やまと産業フェアでは、地場農産物や農産物加工品、植木苗物の各品評会を通して、
多くの市民にやまとの農業を紹介し、地場農産物のＰＲを行いました。

【市内農家が、安全で良質な農産物を生産できる環境を整える】
・安全で安心な地場農産物を生産している農業団体に､新種の露地野菜の栽培研究を依
頼し､商品開発や農業技術の向上を図りました。

構成事業に対する考え方
（事業の量及び実施手法）

・大和で栽培された新鮮な農産物が地産地消されるように､提供の場を拡大するととも
に、農産物を生産する農家の､農業経営の安定と農業生産強化のために、各農業団体へ
の支援を行い､農業生産技術の向上を推進する必要があります。

新規事業の立案
農産物消費拡大推進事業

（Ｈ25） （Ｈ25）

目標値
146軒

目標値
 200回

中間目標値
 200回

（Ｈ23） （Ｈ23）

中間目標値
146軒

（Ｈ21） （Ｈ21）

実績値
137軒

実績値
 200回

計画策定時

現状値 現状値

総合計画掲載指標②

146軒
計画策定時

197回

　個別目標 にぎわいのある地域をつくる

直売所などで販売する農
家数

朝霧市、夕やけ市、おさん
ぽマートの年間開催回数

市内の農業生産が維持され、消費者と直結した地産地消のしくみが
整っています。

「めざす成果」を達成するための施策展開（ロジックツリー）

総合計画掲載指標①

　めざす成果

地域農産物の消費が安定的に行われている

「めざす成果」の達成に向けた進行管理シート 「めざす成果」の達成に向けた進行管理シート

７－２－３　地域農産物の消費が安定的に行われている

　総合計画体系

　健康領域・基本目標 社会の健康・市民の活力があふれるまち

めざす成果 具体的な施策 取り組み内容 事務事業名 担当課

農産物消費拡大推進事業 農政課

やまと産業フェア支援事業（農業） 農政課

市民朝霧市支援事業 農政課

農業生産嘱託員事業 農政課

農業生産研究育成費 農政課

見本圃場設置事業 農政課

畜産育成対策事業 農政課

環境保全型農業支援事業 農政課

農業近代化資金利子補給事業 農政課

農業振興基金管理事業 農政課

農業近代化設備整備支援事業 農政課

揚水機械維持管理支援事業 農政課

水田農業構造改革対策事業 農政課

農業経営振興対策支援事業 農政課

農業者育成事業 農政課

農業就業改善推進事業 農業委員会事務局

農業者年金補完事業 農業委員会事務局

環境保全型農業の普及推進
を図る

地域農産物の消費が安定
的に行われている

市民が、地場農産物に関する
情報を得られるようにする

①、②
地域農産物を購入できる場を
確保する

農業者が老後を安心して暮ら
すことができるよう、安定した
収入を確保する

農業後継者の育成を目指す

市内農家が、安全で良質
な農産物を生産できる環
境を整える

市民が、地域農産物を消
費しやすい環境を整える

安全で良質な農作物を生産す
るために、必要な知識、技術
を得られる機会を提供する

農業経営の安定と農業生産
力を強化する

＊平成24年度の審議予定となっています。


